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本部 〒890-0032 鹿児島市西陵１丁目８－７ TEL 099-282-7408  FAX099-296-1733  （事務局 TEL 099-283-6120） 

『
私
た
ち
が
大
事
に
し
て
き
た
こ
と
』 

  

私
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ー
（
以
前
は
「
障
害
児
者
の
未
来
を
豊
か
に
す
る
会
」）
に

勤
務
し
て
早
い
も
の
で
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
以
前
も
福
祉
関
係
で
働
い
て
い
た
こ
と
、

親
戚
に
知
的
に
障
害
の
あ
る
子
が
い
た
こ
と
で
、「
障
害
福
祉
」
が
身
近
に
あ
り
、
軽
い

気
持
ち
で
『
障
害
児
学
童
保
育
ス
ク
ラ
ム
』
で
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。 

 

働
き
始
め
る
前
か
ら
、
当
法
人
に
は
毎
月
一
回
『
学
習
会
』
な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
仕
事
で
学
び
の
場
を
保
障
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
ど
ん
な

こ
と
を
学
ぶ
の
か
？
と
、
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
の
初

め
て
の
『
学
習
会
』
は
衝
撃
で
し
た
。
利
用
者
さ
ん
の
願
い
と
は
？
本
当
は
ど
う
思
っ
て

い
る
の
？
ど
ん
な
見
え
方
、
考
え
た
方
を
し
て
い
る
の
？
ど
う
す
れ
ば
よ
り
よ
い
生
活
を

作
っ
て
い
け
る
の
？
意
見
が
違
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
者
さ
ん
を
想

い
、
悩
み
、
語
り
合
う
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。「
子
ど
も
と
な
か
ま
を
真
ん
中
に
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ー
の
理
念
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
い
や
そ
れ
よ
り
前
に
始
ま
っ
て
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
「
障
害
福
祉
」
の
仕
事
。
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
よ
う
に
利
用
者

さ
ん
に
寄
り
添
え
な
い
、
何
を
ど
う
支
援
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
思
い
悩
む

日
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
共
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者
さ
ん
と
過
ご
す
日
々
の
充

実
感
に
支
え
ら
れ
、
い
つ
の
間
に
か
、
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
、
な
か
ま
た
ち
の
こ
と
を
知

り
た
い
、
わ
か
り
た
い
、
そ
の
た
め
に
『
学
び
た
い
』
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二

十
年
経
過
し
た
今
も
、
法
人
内
の
学
習
会
は
継
続
し
て
お
り
施
設
の
枠
を
超
え
て
学
び
合

う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
法
人
に
は
事
業
所
が
増
え
、
児
童
分
野
と
成
人
分
野
、
遊
び
と
仕

事
と
生
活
、
様
々
な
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
分
野
は
違
っ
て
も
私
た
ち
の
原
点
は
法
人
の

理
念
『
子
ど
も
と
な
か
ま
を
真
ん
中
に
』
で
す
。 

 

こ
の
二
十
年
で
障
害
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
や
制
度
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
障
害
福
祉
等
の
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
制
度
を
学
び
、
理
解

し
て
事
業
所
を
運
営
す
る
た
め
に
は
そ
の
変
化
に
対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
変

わ
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
私
た
ち
に
は
「
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
」
も
あ
り
ま
す
。

制
度
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
も
振
り
回
さ
れ
ず
、
私
た
ち
は
実
践
者
と
し
て
こ
れ
ま
で

大
事
に
し
て
き
た
「
子
ど
も
た
ち
、
な
か
ま
た
ち
の
願
い
に
寄
り
添
う
」
そ
ん
な
実
践
を

こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い
。
そ
う
思
っ
た
令
和
六
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。 

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
施
設
長 

山
﨑 

優
子 

 

子どもやなかまを真ん中に 

親・職員・関係者誰もが育ち合える関係を大切に 

幸せに暮らそう！ 

暮らしやすい街にしよう！ 
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子育てサポート どんぐり 

とるようにと謳われ、最近は特に強調され

るようになってきています。それだけ地域

に根付いた支援を国から求められているの

だと考えられます。 

 

 

西陵地域の中にある、子育てサポートど

んぐりとして地域のために何ができるか、

町内会に属していても、本当に微々たるこ 

としかできていないのも現状です。手探り

ではありますが、地域貢献につながるため

にも、地域の中に子育てサポートどんぐり

という場所があるということを知ってもら

うことが初めの一歩だと考えます。西陵に

は、どんぐりだけではなく様々な事業所が

存在しています。法人内だけでなく、法人

を飛び出して、西陵という地域が、子ども

が安心して過ごせる場所、子育てがしやす

い場所、老若男女関係なく、住みやすい地

域になったらいいなと思うところです。 

（文責：宮島） 

 

 

昔は馴染み深かった回覧板。隣近所へと

「元気け～」と言いながら回覧板を渡すつ

いでに何気ない会話が始まる、そんな姿を

多く見ていた気がします。でも現在は、隣

近所との関係は希薄になりつつ、誰が住ん

でいるのかさえもわからない、そんなとこ

ろも多いかもしれません。 

どんぐりはありがたいことに、近隣の方

とは顔見知りです。普段から、挨拶をかわ

しながら子どもたちとお散歩しているとい

うのもありますし、町内会に属しているた

め、回覧板がまわってきますし、まわしに

いきます。班長になって、班の方々のとこ

ろへ町内会費を集めに行ったり、総会に参

加したりとみなさんに知って頂く機会があ

るが故です。 

数年前から、児童発達支援事業として子

どもたちに支援をするにあたり、地域との

つながりを大事にするように、地域連携を 

回覧板がつなぐ地域の中のどんぐり 

～子どもが安心して過ごせる地域になるために～ 

 

昨年のことです。西陵を子ども達と散歩していた

ら、畑作業をしている方からお声掛けいただきまし

た。その事がきっかけとなり「トマトが収穫できる

から取りに来んね～」とわざわざ、どんぐりまでお

誘いに来て下さいました。そして先日、子どもたち

とトマトを収穫させて頂きました!(^^)! 

そして、夏はスイカ、秋はお芋の収穫をさせて頂く

約束まで!(^^)! 

本当にありがたい環境です。西陵っていい地域だな

～と改めて感じる出来事でもありました。子どもた

ちの喜ぶ顔が、今から楽しみです！！ 

 

町内会に加入している強み 

誰もが暮らしやすい地域になるために 

ほっこり地域 NEWS 

とれたよー！ ありがとうございました！ 
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放課後等デイサービス スクラム 

 

スクラムが西陵の地に根を下ろして２３年。西

陵地域の方々には温かく受け入れていただき、

見守られていると実感しています。毎年スクラム

の清掃活動には西陵地域の民生委員の方々

が来てくださって交流の場となり、地域の老人

会の方々と一緒に開催していた餅つき大会で

は、スクラムの子どもたち、保護者、きょうだい

児、地域の方々が一つの臼を囲む中で「よいし

ょ～！よいしょ～！」という掛け声と笑い声が溢れ

ていました。時には、「～でこういう子を見たけ

ど、おたくの子じゃないけ？」と心配して声をか

けてくださったり、会社の方が駐車場を貸してく

ださって、子どもたちの作ったお菓子をお礼に

持って行ったりすることもあるなど、スクラムは西

陵の地に溶け込み、地域の方々の温かさや

様々な繋がりに支えられてきました。 

 

 

スクラムの“めざすもの”の中に、“赤ちゃんか

らお年寄りまですべての人々が人間らしく豊か

に育ち合い、安心して暮らせる地域・社会づくり

を進める”、“障害をもつ子どもたちとの交流を

通して、地域の一員としての障害者理解を深め

る場を創る”とあります。そのためにスクラムとし

て何ができるのか、もっと地域に知ってもらうに

はどうすればいいのか。その取り組みとしてでき 

 

ることは、地域に暮らす人々とのネットワークを

創り、地域福祉への発信をしていくことではな

いだろうかと考えます。 

 

 

そこで大事にしていきたいのが、西陵まちづ

くり協議会との関係です。これまでも、西陵まち

づくり協議会主催の“福祉の集い”で子どもた

ちが作った作品を展示し、その中で地域の方々

へスクラムの子どもたちの存在や NPO法人ハ

ッピーとしての取り組みなどの情報発信をして

きました。私は今年度施設長として初めて西陵

まちづくり協議会の定期総会に参加させてもら

いました。西陵まちづくり協議会としての事業

内容やその取り組みについて知り、開催される

行事などの中で、スクラムが地域と繋がること

ができることを模索する機会となりました。西陵

地域で開催される夏祭りへ遊びに行くという活

動を計画中で、多くの地域住民が集う中で、交

流や思い出作りができるのではと楽しみにして

います。 

今後も、西陵まちづくり協議会との関係が深

められ、地域の人々とのネットワークが広がって

いくこと、そしてスクラムから地域へ発信してい

くことを大事にし取り組みを重ねていきたいと

思います。育ち合える地域づくりを目指して進

んでいきます。（文責：宮元） 

 

地域との繋がりの中で支えられ、育ち合うスクラム 

 

あたたかい地域に支えられ

て 

スクラムのめざすもの 

西陵まちづくり協議会との連携 

 

スクラムの心強い応援団をご紹介

劇を披露してくれた 

情報高校学生さん 

地域の図書館にて 

司書さんとの交流 

若い力！大学生の 

ボランティアさん 
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サポートセンター開 

 

にできたことで、「たくさん売れた！」「よ

し！次も頑張ろう！」という気持ちにさせて

もらったように思います。 

前回紹介しましたが、ある班が開周辺の掃

除をしている際に、「マーケットはいつある

の？」と地域の方から声を掛けられたことも

あり、まだまだ油断できない感染症と向き合

いながら、開周辺にチラシを配布するなどの

宣伝をすることで、今後は地域の方にも少し

ずつ足を運んでもらえるような「開マーケッ

ト」を展開していきたいと思います。 

町内会のイベントに参加することはもち

ろん、何かあった時だけではなく、自分たち

で行動を起こすことが大事だと思います。 

 

 

地域に開かれた事業所への足がかりとし

て、開マーケット・開マルシェの定期的な開

催、なかまたちが作った商品が、社会に評価

してもらえる必要とされる場面を作り、なか

またちが社会の一員なんだ、と感じられると

同時に、地域の方たちがふらっと「遊びにき

たよ～」と足を運んでもらえるようなそんな

事業所になれるように。 

たくさんの地域の方々と交流しながら、地

域がより活性化され、サポートセンター開の

なかまたちだけでなく、みんなが生活しやす

い、そんな地域を目指してなかま・スタッフ

と協力していきたいと思います。 

（文責：池田） 

 

 昨年度の開マルシェに引き続いて、今年４

月、「開マーケット」も再開することが出来

ました。 

開マーケットとは、なかまたちが作った商

品を自分たちの手で販売し、目の前でお客さ

んに手に取ってもらい、評価してもらう姿を

実際に見ることで、次への作業意欲へ繋がっ

たり、自分たちの作った商品が社会で使われ

たり、必要とされていることを感じ、社会の

一員なんだということを自覚してもらいた

いという目的があります。 

今回は、新しいスタッフも多く、なかまた

ちもスタッフも久しぶりのマーケットとい

うことで、サポートセンター開の保護者、法

人内の各事業所のみのお誘いという形での

開催。 

またこれまで同様、なかまたちが中心とな

り、いつ開催するのか、何を販売するのかな

ど話し合い、会議の結果をみんなへ報告、そ

れに基づいて各班がポスター作りや商品づ

くりを展開する、なかまたち全員で作り上げ

た開マーケットでした。 

 当日は、保護者や法人内関係者とたくさん

のお客様に来ていただきました。 

なかまたちも、自分たちが作った商品を目

の前でお客さんに手に取ってもらい、「これ

可愛い」「おいしそう」とたくさんの声をか

けて頂いて、実際に購入してもらう場面を目 

地域に開かれた事業所を目指して 

池田  

 
帰ってきた開マーケット 

これからの繋がり 

 

マーケット 

アルバム 

いつにする？ 

売れますように★ 
いらっしゃいませ！ 

ありがとうございます！ 
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グループホーム ハッピー 

 

グループホームハッピーが直木地区に住

居を構え、暮らしの場としてスタートして 7

年。 

自然豊かで静かな環境は、生活している利

用者さんからしてみると、とても生活しやす

い環境のように感じられます。直木地区は

「農業推進地区」に指定されており、広大な

敷地に茶畑や田畑が広がり、一次産業を生業

として生活されている方たちがたくさんい

らっしゃいます。 

 一方で、制度の枠組みの中で「再開発地区

の対象外」ということもあり、新興住宅や新

たな商店はできず、少子高齢化や人口減少が

進んでいる地域でもあります。 

「このままでは直木町は『限界集落』にな

ってしまうだろう」という懸念の声もチラホ

ラ耳にします。直木地区の公民館長さんとお

話しする機会がありましたが、直木地区の衰

退や地域を盛り上げる力が足りないことを

危惧されていらっしゃいました。 

そんな中、グループホームでみんなが楽し

めるイベントはないだろうかと、５月に親の

会の方たちが発起人となり、総勢 40名近く

でグループホームの庭でバーベキュー会を

開催しました。マスクを外し食事や会話を楽

しむ姿はとても輝いて見え、笑顔が笑顔を呼

ぶような素敵な場面でした。その姿は「コロ 

地域の中で暮らすこと 

～はじめの一歩の取り組み～ 

 

ナ禍以前の普通の生活に戻ったようなどこ

か懐かしいけど、また新しい雰囲気」のよう

に感じました。グループホームで行ったバー

ベキューの楽しい雰囲気や笑い声はきっと

近隣の方たちにも届いたはずです。 

始まりとしては、小さなスタートかもしれま

せんが、直木地区が盛り上がるような一端を

担えたような気がします。 

1人の 100歩より 100人の 1歩。グループホ

ームに関わる全ての方たちで直木地区を盛

り上げていけるような歩みを進めていけた

らいいですね。 

 

 

 

地域とつながることは、人と人がつながる

こと。人と人がつながることは、地域として

の声や新たなニーズが生まれること。私た

ち、福祉事業所が地域に貢献できることとは

…？利用者、保護者、職員が一体となり、ま

ずは地域とつながるベース作りからでも始

めていけたらいいと思います。 

「繋がり」＋「ともに支え合うこと」＝「地

域の中で暮らしていくこと」 

そんな構図が近い将来、直木地区の中でもで

きていくことを想像するとワクワクした気

持ちになります。（文責：西田） 

地域を共に盛り上げたい 

もっと地域とつながりたい 

おもいで
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＜プロフィール＞ 

名前：上さん 

所属：グループホームハッピー 

職名：生活支援員 

 

          

NPO法人ハッピーで 

Q、実際に働いてみてどうですか？ 

 開では、「利用者の○○さん」「支援員の〇〇」と

いう呼び方ではなく、お互いを「なかま」と呼び合

う事にとても感動しました。「なかま」という呼び方

は個々が尊重されていて、温かさを感じました。 

個々を大切にした支援を目指していて、なかまとス

タッフ、関わる全ての人が育ち合える環境があると

思います。開の「なかま」として日々学ばせていた

だきながら、お互いが心豊かに幸せに過ごせるよう

に頑張っていきたいと思える場所だと感じていま

す。 

 

Q、なぜ、開で働きだしたのですか？ 

 知人の紹介で NPO法人ハッピーを知り、ハッピーの

理念に共感しこちらで働きたい！と思ったからです。 

     

＜プロフィール＞ 

名前：上野さん 

所属：サポートセンター開 

職名：生活支援員 

Q、これまでの経歴を教えて下さい 

高齢者施設で 16 年働き、身体の不自由な方や認知症

の方々の生活のサポートをしていました。 

夜勤が多く、日光を浴びることが少なかったです(笑) サ

ポートセンター開では、野外活動も多く、日光の気持ち良さ

を感じています。 

 
Q2実際に働いてみてどうですか？ 

障害のある方と関わるのは初めてですが、サポートセン

ター開の皆さんに学ばせて頂きながら、楽しく活動をし、充

実した日々を過ごさせて頂いてます。 

  まだまだ分からない事が多く、多々ご迷惑をおかけする

かと思いますが、なかま達との日々の中で、一緒に成長出

来たらと思っています。 

 

      

＜プロフィール＞ 

名前：村山さん 

所属：サポートセンター開 

職名：生活支援員 

Q、なぜ、グループホームで働きだしたのですか？ 

 幼稚園勤務や高齢者福祉施設を経て NPO法人

ハッピーとの出会いがあり入職しました。     

Q、実際に働いてみてどうですか？ 

利用者さんからの声掛けが嬉しく励みに

なっています。グループホームは利用者さん

がリラックスできる場所にしたいです。その

ために支援者同士の語らいや学びを大切に

したいです。 
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～語り継ぐ～

道のない道行ったり来たり、みんなで歩けば道になる

原点に立ち戻り改めてそもそも私たちの法人はどのような変遷をし

て今に至るかをこれからこの法人を引きついでいってくださる方々に

向けて記してみたいと思います。 

そもそもは現在の麦の芽福祉会子ども分

野「リンク」の前身「かごしま子ども療育セ

ンター」にあります。学校に進学してからで

は遅い！と危惧した支援学級を担当してい

た若い教員大迫よりこ氏が 1984年自宅を開

放して「あすなろ療育相談室」を開設し、療

育の場を創られたことに端を発します。 

当時は乳幼児の療育の場は

なく、学齢期になったハンデ

ィのある子どもたちにも何

ら手だてはなかったのです。

そこに親子がわらをもつか

む思いで集い、本来あるべき

子どもの笑顔やあそび、親た

ちの思いを吐露できる場に

なっていったのです。 

そうして「赤ちゃんからお年寄りまで誰でも

安心して暮らせる街づくり」をテーマに鹿児

島県下に親たちが中心になり語り広げてい

ったという歴史があります。 

その後鹿児島子ども療育センターは麦の

芽福祉会と合同して 1989 年社会福祉法人化

を目指していきますがちょうどこの年に鹿

児島子ども療育センターの職員ボランティ

ア親の共同運営方式で「スクラム」がスター

トします。＊国連総会で「子どもの権利条約」

が採択された年でもあります＊ 

 

「スクラム」に通う子どもの学校卒業後の働

く場として 1999年には「開～KAI」がスター

ト（社会福祉法人 麦の芽福祉会小規模通所

授産施設として吉野町のスクラムの家内に

開所） 障害児学堂保育事業の保障を求めて

鹿児島市との交渉や県下の障害のある子ど

も放課後の実態調査を行ない広報啓発も兼

ねてのコンサートなど文化活動、セミナー等

にも取り組んできました。そうして、東京在

住の篤志家の濱嵜保さんと 

の出会いがあり吉野町か 

ら西陵に拠点を構えます。 

 

紆余曲折在りながら現 

在の理事を中心に 2006年 

に特定非営利活動法人ハ 

ッピーとして法人格取得 

します。 

今現在があるのはこれまでのたくさんの

方々との出会いと応援してくださる人との

つながりも、親の子どもへの深い愛情からで

あるといえます。「道のない道 行ったり来

たり みんなで歩けば道になる」障害があっ

てもなくても誰もが幸せを感じられる地域

社会を目指してきた私たちの法人です。 

（文責：前迫） 



～障害者権利条約について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入会方法】振込用紙に、氏名、住所、電話番号、会費種別（個人/団体）をご記入の上、下記口座にお振込

みください。その際に、誠に申し訳ありませんが、振り込み手数料をご負担くださいますようお願いいたし

ます。 

＜口座名義＞ トクテイヒエイリカツドウホウジンハッピー     

       ダイヒョウシャ ヤマサキヒロノブ  

＜口座番号＞ 鹿児島銀行 西陵支店   

       普通預金  口座番号 545722        

お問い合わせ先 NPO法人ハッピー 099-283-6120（担当：有村） 
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共に創るハッピーな未来に向けて ！ ～賛助会員を募集しています～ 

障害者権利条約を知っていますか？ 

 サポートセンター開（きょうされん鹿児島支部員） 大石 和史 

 

 

NPO 法人ハッピーでは地域の中で誰もが安心してひとりの人間として

生活していけるように地域生活サポートに関する活動を行い、暮らしやすい

町の創造と地域福祉の推進図ります。私たちの取り組みにご理解くださり、

賛同してくださる方を広く募集しています。どうぞよろしくお願いいたします。 

＜賛助会費報告＞ 

R5年度 

３０万２千円 

皆さんは障害者権利条約。コトバは知っていても

詳しくは…という方も多いのでは。 

障害者権利条約とは、障害がある人の権利や平

等、自由を守るための国際的な約束です。障害が

ある人もない人も大切にされる社会を目指すため

の道しるべというべきものです。 

  

障害者権利条約は２００６年１２月の国連総会で

採択されて誕生しました。「私たち抜きに、私たち

の事を決めないで」というスローガンを掲げ、日

本を含めた世界中の障害者が参加し、意見や考

え、実情を伝えました。現在、各国での権利条約

の実地をモニタリングする障害者権利委員会は、

１８名中１７名が障害者です。 

 

障害者権利条約を締結した国は、定期的に自国

が権利条約の理念に沿った施策を行なっている

か、社会の現状はどうなっているかを障害者権利

委員会に報告する義務があります。また、一方で

政府とは別で、障害当事者の団体が、独自の調

査や視点で権利委員会に報告することが出来ま

す。 

 

これをパラレルレポートと言い、政府の報告が、

政府に都合のいいようになっていないのか、実

情はどのようになっているのか、権利条約が本

当の意味で活かされているかどうかを判断する

ための情報になっています。 

 

※２０１６年に日本政府の報告があり、総括所見（権 

利委員会の審査の発表）が行われるまでに、日本障 

害フォーラム（JDF）、日本弁護士連合会（日弁連）が 

包括的なレポートを報告したのをはじめ、合計で９本 

のパラレルレポートが報告されています。 

 

「条約」とは何でしょうか？条約は憲法と法律の

間にあるもので、特別に大事にされるべき、法律

よりも強い存在です。条約に反した法律は見直

し、改善されなければなりません。今ある法律や

制度が、障害者権利条約の理念に反していない

か、しっかり見ていかなければならないもので

す。 

「障害者権利条約を社会のすみずみまで」まだ

まだ私たちが出来る事や学ぶ事はありそうです。   

「次回へ続く」 

 


